
か
ん
ら
ん

 

と
き
わ
路
倶
楽
部

　
　
　
　

 　

 

初
夏
の
親
睦
暑
気
払
い

　

今
年
の
親
睦
会
は
、
オ
シ
ャ
レ
な
都

市
ホ
テ
ル
で
６
月
に
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
初
夏
の
夕
べ
を
ゆ
っ
く
り

と
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！　

懐
か
し
く
、

楽
し
い
ひ
と
時
と
な
る
こ
と
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
他
倶
楽
部
の
皆
様
の
参
加

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

６
月
12
日
㈫　

開
宴
18
時

会
場　

ホ
テ
ル
・
ザ
・
ウ
ェ
ス
ト
ヒ
ル

ズ
水
戸

　
　

☎
０
２
９
（
３
０
３
）
５
１
１
１

会
費　

５
０
０
０
円

主
催　

と
き
わ
路
倶
楽
部

担
当　

池
田　
　

勇

　

☎
０
９
０
（
２
６
７
０
）
９
６
６
３

　
　
　

小
圷　

達
男

　

☎
０
８
０
（
５
０
６
５
）
２
１
０
８

 

大
人
の
街―

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
散
策

　

代
々
木
上
原
や
駒
場
は
、
街
並
み
が

美
し
く
、
興
味
深
い
街
で
す
。
昼
食
は

東
大
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
フ
レ

ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
。
ち
ょ
っ
と
贅
沢

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

７
月
４
日
㈬

集
合　

地
下
鉄
代
々
木
上
原
駅

　
　
　

改
札
口
前　

９
時
45
分

行
程　

代
々
木
上
原
駅　

古
賀
政
男
音

楽
博
物
館　

東
京
ジ
ャ
ー
ミ
ー

ト
ル
コ
文
化
セ
ン
タ
ー　

日
本

民
藝
館　

東
大
駒
場
キ
ャ
ン
パ

ス
内
「
フ
ラ
ン
ス
料
理
橄
欖
」

（
昼
食
後
解
散
）

定
員　

20
名

会
費　

６
０
０
０
円
（
入
場
料･

保
険･

昼
食
込
）

締
切　

６
月
25
日
㈪

主
催　

京
葉
俱
楽
部

担
当　

多
々
良
正
子

　
　

☎
０
４
７
（
４
８
５
）
６
８
７
６

＊
東
京
ジ
ャ
ー
ミ
ー
セ
ン
タ
ー
は
イ
ス

ラ
ム
モ
ス
ク
の
た
め
、
肌
の
露
出
が

多
い
服
装
は
避
け
て
く
だ
さ
い
（
半

ズ
ボ
ン
も
不
可
）。

＊
女
性
は
、
髪
を
隠
す
た
め
に
ス
カ
ー

フ
を
持
参
の
こ
と
。貸
出
も
あ
り
ま
す
。

 

２
０
１
８
年
度
本
部
主
催
イ
ベ
ン
ト

　

本
部
主
催
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
５
回

目
。
実
施
要
項
の
詳
細
は
、
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://jtbob.com

/

）
の

「
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
全
国
の
同
好
の

士
と
交
流
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◎
第
２
回
全
国
俳
句
大
会

　

テ
レ
ビ
番
組
で
も
人
気
の
俳
句
。
俳

句
人
口
は
５
百
万
人
と
も
１
千
万
人
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
で
楽
し
ん

で
い
る
方
も
、
グ
ル
ー
プ
や
同
好
会
で

親
し
ん
で
い
る
方
も
奮
っ
て
投
稿
を
。

兼
題　

夕
立（
ゆ
う
だ
ち
）、風
鈴（
ふ
う

り
ん
）、蝉（
せ
み
）の
う
ち
１
句

作
品　

一
人
２
句
（
兼
題
１
句
、
自
由

題
１
句
）。

応
募　

７
月
１
日
〜
８
月
31
日
メ
ー
ル

や
葉
書
で
本
部
事
務
局
へ
。

審
査　

事
前
審
査
を
行
い
、
佐
々
木
建

成
さ
ん
（
俳
人
、
天
穹
俳
句
会

主
宰
）
が
最
終
選
考
。

表
彰　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
長
賞（
１
本
）、
優
秀

賞（
３
本
）、
入
賞（
８
本
）。

◎
第
５
回
全
国
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

一
瞬
を
と
ら
え
た
躍
動
感
の
あ
る
写

真
、
懐
か
し
さ
が
漂
う
写
真
、
旅
先
で

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

 

（
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
）

出
会
っ
た
人
と
の
温
か
み
の
あ
る
写
真

な
ど
多
く
の
応
募
を
お
待
ち
し
ま
す
。

テ
ー
マ
①
旅　

風
景
や
小
さ
な
旅
・
日

帰
り
旅
な
ど
、「
旅
」
に
ま
つ

わ
る
写
真
。

　
　
　

②
自
由
テ
ー
マ
。

作
品　

過
去
３
年
以
内
に
撮
影
し
た
未

発
表
の
現
像
写
真
（
Ａ
４
版･

２

Ｌ
版
）、
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
写
真
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た

写
真
も
可
。
一
人
３
点
ま
で
。

応
募　

７
月
１
日
〜
９
月
30
日

　
　
　

所
属
支
部
、
氏
名
、
テ
ー
マ
名
、

画
題
、
撮
影
日
、
場
所
、
画
像

に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
（
30
字
以

内
）を
添
え
、郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
本
部
事
務
局
へ
。

審
査　

10
月
中
旬
に
伊
東
浩
委
員
長

（
プ
ロ
写
真
家
）
他
３
名
で
。

表
彰　

最
優
秀
賞
各
１
点
、
優
秀
賞
各

２
点
、
準
優
秀
賞
各
３
点
、
審
査

員
特
別
賞
各
１
点
、佳
作
数
点
。

 

第
79
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

 　
　
　
　

な
ん
た
い
倶
楽
部
（
告
知
）

　

７
月
の
定
例
会
は
、
梅
雨
明
け
を
期

待
し
て
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

期
日　

7
月
18
日
㈬

場
所　

Ｇ
７
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

集
合　

８
時
30
分

ス
タ
ー
ト　

９
時

募
集　

３
組
12
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

５
８
０
０
円

　
　
　
（
カ
ー
ト
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

７
月
９
日
㈪

担
当　

林　
　

守

　

☎
０
８
０
（
５
１
９
０
）
４
６
３
８

 

第
56
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　

 　

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
告
知
）

　

毎
月
開
催
の
定
例
コ
ン
ペ…

他
倶
楽

部
か
ら
の
参
加
も
大
歓
迎
！　

参
加
者

全
員
に
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

期
日　

７
月
19
日
㈭

場
所　

金
砂
郷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

集
合　

８
時
45
分

ス
タ
ー
ト　

ア
ウ
ト
９
時
20
分

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

５
２
０
０
円

　
　
　
（
カ
ー
ト
・
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

１
０
０
０
円

締
切　

７
月
５
日
㈭

担
当　

大
谷　

広
一

　

☎
０
９
０
（
３
０
９
６
）
９
８
７
０

主　
　

催

6
月

12
日 

㈫

20
日 

㈬

27
日 

㈬

７
月

　　

 　
2
日 

㈪

4
日 

㈬

10
月

16
日 

㈫

と
き
わ
路
倶
楽
部
・
初
夏
の
親
睦
暑
気
払
い

秘
湯
の
宿「
横
谷
温
泉
旅
館
」と
信
州
路
を
訪
ね
て（
1
泊
2
日
）

奥
日
光
の
切
込
・
刈
込
湖
へ
ハ
イ
キ
ン
グ

第
2
回
全
国
俳
句
大
会
（
募
集
7
月
〜
8
月
）

第
5
回
全
国
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
募
集
7
月
〜
9
月
）

山
形
碁
点
温
泉
で
吹
き
矢
と
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り

大
人
の
街―

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
散
策

第
5
回
全
国
ゴ
ル
フ
大
会

と
き
わ
路

さ
き
た
ま

な
ん
た
い

本　

部

本　

部

さ
き
た
ま

京　

葉

本　

部

実
施
日

◎
参
加
者
募
集
一
覧

内　
　
　
　

容

※

会
員
の
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。
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◎
第
52
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

３
月
16
日
、
春
雨
降
る
中
、
扶
桑
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
17
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。
女
性
会
員
の
初
参
加

も
あ
っ
て
、
楽
し
い
大
会
で
し
た
。　

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

池
田　
　

勇
さ
ん　

86
14
72

準
優
勝　

小
針　
　

務
さ
ん　

87
11
76

３　

位　

鈴
木　

常
夫
さ
ん　

99
20
79

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷　

記
）

◎
海
と
空
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

ネ
モ
フ
ィ
ラ
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー（
報
告
）

　

最
高
の
天
気
に
恵
ま
れ
た
４
月
21
日
、

20
名
が
参
加
し
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園

で
春
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
４
５
０
万
本
の
ネ
モ
フ
ィ

ラ
が
咲
き
誇
り
、
公
園
来
場
者
も
５
９

０
０
０
人
と
大
変
な
混
雑
。
冷
た
い

ビ
ー
ル
や
お
い
し
い
肉
、
そ
し
て
新
鮮

な
野
菜
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
賑
や

か
か
つ
和
や
か
に
近
況
や
昔
話
を
語
り

合
い
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
事
に
際
し
、
会
員
の
方
々

か
ら
た
く
さ
ん
の
野
菜
や
果
物
、
お
酒

な
ど
の
差
し
入
れ
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

寺
門
夫
人
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
圷　

記
）

◎
江
戸
城
御
門
巡
り
外
堀
編
（
報
告
）

　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
３
月
29
日
、
東
京

駅
八
重
洲
口
に
41
名
が
集
合
。
江
戸
古

地
図
を
片
手
に
、
失
わ
れ
た
御
門
や
外

堀
の
痕
跡
を
探
し
て
オ
フ
ィ
ス
街
を
散

策
し
ま
し
た
。
石
垣
が
発
掘
さ
れ
た
鉄

鋼
ビ
ル
裏
の
北
町
奉
行
所
跡
を
訪
ね
、

標
識
の
み
残
る
鍛
治
橋
御
門
跡
を
経
て
、

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
の
太
田
道
灌
像
に

敬
意
を
表
し
有
楽
町
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
南
町
奉

行
所
跡
や
数
寄
屋
橋
門
跡
に
参
加
者
の

皆
さ
ん
感
激
で
し
た
。
山
下
門
跡
か
ら

堀
の
跡
を
通
り
幸
橋
御
門
へ
と
進
み
、

ビ
ル
の
谷
間
に
点
在
す
る
石
垣
群
を
見

て
虎
ノ
門
跡
へ
と
歩
き
ま
し
た
。

　

昼
食
場
所
の
霞
が
関
ビ
ル
か
ら
眺
め

る
江
戸
の
町
は
ビ
ル
群
の
中
。
圧
巻
は
、

虎
ノ
門
駅
構
内
と
旧
文
部
省
の
中
庭
に

発
掘
さ
れ
た
石
垣
群
。
見
事
で
し
た
。

　

昼
食
後
、
江
戸
城
最
西
端
の
守
り
の

櫓
跡
、溜
池
跡
、山
王
日
枝
神
社
と
歩
き
、

満
開
の
桜
咲
く
赤
坂
御
門
跡
に
て
散
会

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
杉
田　

記
）

◎
東
海
道
を
歩
く
（
第
２
回
）

　
　
　
　
　
　

品
川
か
ら
川
崎（
報
告
）

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
２
日
、
京
急

新
馬
場
駅
に
健
脚
自
慢
の
55
名
が
参
集
。

今
回
も
、
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
流
れ
る
野
萩

先
達
の
軽
妙
な
解
説
を
聴
き
な
が
ら
足

取
り
が
快
調
で
す
。

　

品
川
寺
、
海
雲
寺
、
鮫
洲
八
幡
神
社
、

龍
馬
像
、
な
み
だ
橋
、
鈴
ヶ
森
刑
場
跡
、

磐
井
神
社
と
進
み
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。

　

昼
食
は
、
明
治
30
年
創
業
の
老
舗
天

ぷ
ら
屋
「
天
仲
」。
大
広
間
と
テ
ー
ブ

ル
席
貸
し
切
り
で
、
お
店
自
慢
の
天
ぷ

ら
料
理
を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
六
郷
神
社
で
記
念
写
真
を

撮
り
、
六
郷
の
渡
し
跡
を
見
学
。
新
六

郷
橋
で
多
摩
川
を
越
え
川
崎
宿
へ
と
入

り
ま
し
た
。
ハ
リ
ス
や
皇
女
和
宮
も
訪

れ
た
と
い
う
万
年
屋
跡
や
田
中
本
陣
跡

な
ど
を
確
認
し
、Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
で
16
時

に
解
散
し
ま
し
た
。　
　
（
岩
月　

記
）

◎
第
59
回
常
磐
倶
楽
部
ゴ
ル
フ（
報
告
）

　

３
月
30
日
、
富
士
Ｏ
Ｇ
Ｍ
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
出
島
コ
ー
ス
に
て
、
他
倶
楽
部
か

ら
の
参
加
者
も
含
め
24
名
で
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
暖
か
く
ゴ
ル
フ
に
は
最

適
で
し
た
が
、
高
速
グ
リ
ー
ン
と
難
し

い
ピ
ン
位
置
に
、
全
員
ス
コ
ア
メ
イ
ク

に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
オ
ー
プ
ン
コ
ン
ペ
の
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
祭
り
に
参
加
し
６
名
が
入
賞
。

全
員
キ
リ
ン
ロ
ン
グ
缶
１
パ
ッ
ク
と
和

菓
子
を
お
土
産
に
帰
宅
の
途
に
。
次
回

も
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
祭
り
に
参
加
し
ま
す
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

吉
野　

哲
司
さ
ん　

101
28.8
72.2

準
優
勝　

五
十
嵐　

力
さ
ん　

105
28.8
76.2

３　

位　

加
藤
不
二
男
さ
ん　

98
21.6
76.4

Ｂ　

Ｇ　

古
越　

正
則
さ
ん　

98

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
袋　

記
）

◎
第
78
回
ゴ
ル
フ
桜
花
杯
（
報
告
）

　

４
月
３
日
、
25
名
が
参
加
し
多
古
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
。
桜
の
開

花
が
例
年
よ
り
早
く
、
当
日
は
散
り
始

め
て
い
ま
し
た
が
、
春
の
楽
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

原
田　

隆
昌
さ
ん　

91
19.2
71.8

準
優
勝　

山
本　
　

節
さ
ん　

84
12.0
72.0

３　

位　

橋
本　

二
郎
さ
ん　

89
16.8
72.2

Ｂ　

Ｇ　

長
嶋　

昌
久
さ
ん　

82

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
子　

記
）

◎
御
岳
渓
谷
散
策
と

　
　
　
　
　
　

小
澤
酒
造
見
学（
報
告
）

　

４
月
５
日
、
少
々
肌
寒
い
日
で
し
た

が
、
21
名
（
他
俱
楽
部
か
ら
９
名
）
が

東
京
駅
を
出
発
し
御
嶽
駅
に
向
か
い
ま

し
た
。
青
梅
線
の
車
窓
か
ら
は
、
新
緑

が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
山
々
や
、
山
桜
、

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
花
な
ど
が
楽
し
め
ま

し
た
。

　

清
流
に
感
動
し
な
が
ら
散
策
の
開
始

で
す
。
ま
ず
は
川
合
玉
堂
美
術
館
へ
。

庭
か
ら
の
桜
と
木
々
の
緑
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
の
後
、遊
歩
道
を
散
策
。桜
、山
吹
、

と
き
わ
路
倶
楽
部

東
京
２
３
倶
楽
部

常

磐

倶

楽

部

京

葉

倶

楽

部
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つ
つ
じ
、
ス
ミ
レ
な
ど
色
と
り
ど
り
の

花
が
咲
き
、
清
流
で
は
カ
ヌ
ー
を
楽
し

む
人
た
ち
も
目
に
映
り
ま
し
た
。

　

昼
食
は
「
ま
ま
ご
と
屋
」
で
、
清
ら

か
な
水
で
作
っ
た
豆
腐
の
季
節
ご
膳
を

堪
能
。
食
後
、
櫛
か
ん
ざ
し
美
術
館
、

寒
山
寺
を
見
学
し
、
澤
乃
井
で
有
名
な

小
澤
酒
造
を
見
学
。
澤
乃
井
ガ
ー
デ
ン

で
試
飲
を
楽
し
み
ま
し
た
。
帰
り
は
沢

井
駅
か
ら
東
京
へ
。
天
候
に
恵
ま
れ
、

清
流
と
花
と
新
緑
を
満
喫
し
た
一
日
で

し
た
。　
　
　
　
　
　
（
多
々
良　

記
）

◎
第
３
回
北
関
東
地
区
倶
楽
部

　
　
　
　
　

合
同
ゴ
ル
フ
大
会（
報
告
）

　

４
月
４
日
、
ア
ゼ
リ
ア
ヒ
ル
ズ
カ
ン

ト
リ
ー
俱
楽
部
に
お
い
て
参
加
者
32
名

で
開
催
。
季
節
外
れ
の
暑
さ
の
中
、
多

く
の
方
が
半
袖
姿
で
気
楽
に
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

新
ぺ
リ
ア
で
の
競
技
結
果
は
、
な
ん

と
小
針
さ
ん
が
３
連
覇
で
す
。「
新
ペ

リ
ア
で
３
連
覇
と
は
、
奇
跡
以
外
の
何

も
の
で
も
な
い
。
信
じ
ら
れ
な
い
」
と

驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
実
力
な

の
か
、
運
が
味
方
し
た
の
か
・
・
・
本

人
も
び
っ
く
り
の
優
勝
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

小
針　
　

務
さ
ん　

93
21.6
71.4

準
優
勝　

須
田　

孝
仁
さ
ん　

79
7.2
71.8

３　

位　

菊
池　
　

謙
さ
ん　

85
13.2
71.8

Ｂ　

Ｇ　

須
田　

孝
仁
さ
ん　

79

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
口　

記
）

◎
武
蔵
の
国
一
宮
氷
川
の
杜

　
　
　
　
　
　
　
　
「
観
桜
会
」（
報
告
）

　

４
月
５
日
、
桜
の
開
花
が
平
年
よ
り

10
日
ほ
ど
早
く
な
っ
た
た
め
、
花
時
の

枝
垂
桜
の
下
に
場
所
を
急
遽
変
更
。
他

倶
楽
部
よ
り
５
名
の
参
加
を
得
て
28
名

で
お
花
見
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
食
べ
物
や
飲
み
物

を
い
た
だ
く
に
つ
れ
、
例
年
と
顔
ぶ
れ

が
違
う
こ
と
に
気
づ
き
、
歓
談
後
自
己

紹
介
の
場
を
設
け
ま
し
た
。
参
加
者
全

員
が
思
い
思
い
に
近
況
報
告
。
花
見
酒

も
ピ
ッ
チ
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
は
夏
日
を
思
わ
せ
る
陽
気

で
し
た
が
、
当
日
は
平
年
に
戻
り
、
花

冷
え
を
感
じ
つ
つ
も
熟
年
パ
ワ
ー
の
熱

気
で
楽
し
い
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

桜
花
を
惜
し
み
つ
つ
記
念
写
真
を
撮

り
散
会
と
な
り
ま
し
た
。（
髙
田　

記
）

◎
桜
の
小
田
原
城
と
街
巡
り
（
報
告
）

　

４
月
６
日
、
今
年
の
桜
は
開
花
が
早

く
、
花
見
と
は
な
ら
ず
残
念
で
し
た
が
、

23
名
（
他
倶
楽
部
５
名
）
で
楽
し
く
小

田
原
の
街
を
巡
り
ま
し
た
。

　

大
手
門
に
あ
た
る
馬
出
門
か
ら
銅
門

を
通
り
、
常
盤
木
門
か
ら
天
守
閣
へ
と

登
り
ま
し
た
。
五
層
の
天
守
閣
か
ら
相

模
灘
、
箱
根
山
の
雄
大
な
景
色
を
楽
し

み
、
黒
田
侯
爵
の
別
邸
・
静
閑
亭
へ
。

こ
の
辺
り
は
気
候
が
温
暖
な
た
め
、
伊

藤
博
文
、
山
縣
有
朋
な
ど
政
財
界
の
大

物
が
、
別
邸
を
構
え
過
ご
し
た
所
で
す
。

　

６
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
「
う
い
ろ

う
本
店
」
で
内
蔵
を
見
学
。
薬
と
お
菓

子
の
う
い
ろ
う
を
勉
強
し
ま
し
た
。
蒲

鉾
の
名
店
田
代
総
本
店
で
、
製
造
工
程

を
見
学
し
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
後
、
明

治
26
年
創
業
の
だ
る
ま
料
理
店
で
会
席

膳
の
昼
食
を
堪
能
。
皆
さ
ん
大
満
足
で

家
路
に
つ
き
ま
し
た
。　
（
大
塚　

記
）

◎
２
０
１
８
年
度
北
関
東
倶
楽
部

　
　
　
　
　
　

総
会
・
懇
親
会
（
報
告
）

　

4
月
16
日
、
磯
部
温
泉
「
舌
切
雀
の

お
宿
ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー
デ
ン
」
に
て
設

立
10
周
年
記
念
を
兼
ね
た
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
五
つ
の
活
動
目
標
や

執
行
予
算
、
親
睦
事
業
が
承
認
さ
れ
、

総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
群
馬
支
店
の
安
藤
支
店
長
、

個
人
事
業
の
若
山
北
関
東
エ
リ
ア
長
、

松
本
高
崎
店
長
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
さ

き
た
ま
倶
楽
部
か
ら
２
名
参
加
い
た
だ

い
た
懇
親
会
は
、
小
関
代
表
の
挨
拶
で

開
宴
。
10
年
間
の
思
い
出
話
な
ど
に
花

が
咲
き
、
二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
で
は
、

昭
和
・
平
成
の
歌
謡
曲
で
い
つ
も
ど
お

り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

北
関
東
倶
楽
部
設
立
か
ら
早
10
年
、

会
員
も
増
え
、
活
発
な
活
動
に
よ
り
、

家
族
的
な
楽
し
い
倶
楽
部
運
営
が
で
き

て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
年
度
も
楽
し
い
行
事
を
企

画
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
井　

記
）

◎
第
３
回
健
康
ウ
ォ
ー
ク
（
報
告
）

　

桜
を
眺
め
な
が
ら
歩
き
た
い
と
い
う

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
、
４
月
11
日
に
、

前
回
と
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
実
施
し

ま
し
た
。
今
年
は
桜
の
開
花
が
早
く
心

配
で
し
た
が
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
い
、
桜

を
眺
め
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
も
新
潟
県
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
の
豊
嶋
コ
ー
チ
に
指
導
を
い
た

だ
き
、
普
段
は
予
約
が
必
要
な
公
園
内

の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
内
に
入
っ
て

上
層
階
か
ら
満
開
の
桜
を
眺
め
た
り
、

桜
並
木
を
通
り
抜
け
た
と
こ
ろ
で

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
椿
な
ど
の
花
を
愛
で

た
り
、変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
を
、楽
し

い
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
人
気
の
ベ
ー
カ
リ
ー
レ

ス
ト
ラ
ン
で
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
昼

食
を
い
た
だ
き
、
散
会
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤　

記
）

北
関
東
倶
楽
部

湘

南

倶

楽

部

に
い
が
た
倶
楽
部

さ
き
た
ま
倶
楽
部

小田原城天守閣の前で
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◎
平
成
30
年
度
第
４
回
戦
（
告
知
）

　

第
４
回
戦
は
、
夏
本
番
を
迎
え
る
７

月
上
旬
に
開
催
し
ま
す
。

　

暑
さ
の
中
で
の
運
動
は
、
や
や
厳
し

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
夏
バ
テ
し
な
い

よ
う
に
木
陰
で
休
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

期
日　

７
月
５
日
㈭

場
所　

オ
ス
カ
ー
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
公
園

八
千
代
コ
ー
ス

集
合　

新
京
成
線
北
習
志
野
駅　

９
時

会
費　

２
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
・
レ
ン

タ
ル
・
賞
品
込
）

　
　

＊
食
事
は
近
く
の
食
事
処
に
て
。

担
当　

三
富　

照
雄

　
　

☎
０
４
７
（
４
５
７
）
４
１
７
０

◎
平
成
29
年
度
最
終
戦
（
報
告
）

　

3
月
29
日
、
オ
ス
カ
ー
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
公
園
に
て
平
成
29
年
度
最
終
戦
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
春
の
暖
か
な
日
差
し
を
受

け
な
が
ら
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
大
い
に

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
３
名
が
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
す
る
な
ど
、
有
終

の
美
を
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

滑
川　

和
己
さ
ん　

110
17
127

準
優
勝　

山
崎
千
恵
子
さ
ん　

127
4
131

３　

位　

拝
島
益
次
郎
さ
ん　

128
5
133

Ｂ
Ｂ
賞　

押
田　

葉
子
さ
ん

＊
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

中
村　

好
一
さ
ん（
Ｃ
コ
ー
ス
３
番
30
ｍ
）

蓜
島
益
次
郎
さ
ん（
Ｂ
コ
ー
ス
５
番
37
ｍ
）

三
富　

照
雄
さ
ん（
Ａ
コ
ー
ス
６
番
45
ｍ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
富　

記
）

啓
蟄
や
せ
っ
か
い
虫
も
わ
が
胸
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

点
滴
の
し
ず
く
の
中
に
春
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

残
り
酒
も
う
一
巡
り
春
惜
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

犬
ふ
ぐ
り
少
し
残
し
て
墓
そ
う
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

◎
３
月
の
互
選
句

題
「
見
る
」
の
佳
句
は
次
の
と
お
り
。

タ
ク
シ
ー
の
メ
ー
タ
ー
ば
か
り

　

見
て
着
い
た　
　
　
　

手
塚　
　

実

旅
先
の
出
会
い
夢
見
る
一
人
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

煽
て
ら
れ
本
気
に
な
っ
て
馬
鹿
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

遺
産
な
い
親
に
は
顔
も
見
せ
ぬ
子
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

盛
り
付
け
の
見
た
目
大
切
一
工
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

恵
子

外
国
人
見
る
眼
の
違
う
面
白
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
満　
　

武

チ
ラ
シ
見
て
値
段
比
べ
て
ゴ
ミ
箱
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

残
さ
れ
た
老
母
の
面
倒
誰
が
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

　

２
年
前
の
３
月
、
東
京
２
３
・
さ
き

た
ま
・
北
関
東
倶
楽
部
共
催
の
こ
の
企

画
に
参
加
し
、
日
本
橋
か
ら
碓
氷
峠
の

麓
の
坂
本
宿
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

日
に
10
数
キ
ロ
歩
け
ば
足
も
痛
い
し
、

身
体
も
疲
れ
る
の
で
す
が
、
回
を
重
ね

る
に
つ
れ
、〝と
も
に
歩
く
同
志
〞と
い

う
連
帯
感
が
生
じ
、
さ
ら
に
野
萩
先
達
、

和
田
先
達
の
熱
意
と
歴
史
解
説
の
面
白

さ
に
引
っ
張
ら
れ
、
楽
し
ん
で
歩
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

道
中
で
も
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

桶
川
宿
で
は
84
歳
（
当
時
）
の
ガ
イ
ド

さ
ん
が
、
杖
を
突
き
な
が
ら
も
熱
心
に

案
内
し
て
く
だ
さ
り
、
安
中
宿
で
は
北

関
東
倶
楽
部
の
方
々
に
よ
る
、
手
打
ち

蕎
麦
の
お
も
て
な
し…

等
々
。
ま
た
、

板
鼻
宿
に
は
江
戸
へ
降
嫁
す
る
皇
女
和

宮
の
宿
所
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
重

責
を
負
っ
た
17
才
の
姫
宮
が
偲
ば
れ
、

私
も
頑
張
る
ぞ
と
、
思
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
、
12
回
目
で
つ
い
に
坂
本

宿
に
到
達
。
打
ち
上
げ
懇
親
会
で
は
、

一
緒
に
参
加
し
た
夫
と
と
も
に
完
歩
証

を
い
た
だ
き
、
17
宿
、
約
１
４
０
㎞
の

旅
も
結
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
完
歩
で
き
た
の
も
、
参
加
者
を

思
い
や
る
運
営
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
両

先
達
、
各
倶
楽
部
世
話
人
の
皆
様
の
お

か
げ
。
そ
し
て
朝
の
弱
い
私
（
横
浜
在

住
の
た
め
後
半
は
４
時
半
起
き
）
に
代

わ
り
、
毎
回
洗
濯
を
し
て
く
れ
た
夫
の

お
か
げ
で
し
た
。
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
入
会
さ
れ
た
24
名
の
方

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
４
月
27
日
現
在
）

横
浜
市　
　
　
　
　

増
田
恵
美
子
さ
ん

横
浜
市　
　
　
　
　

河
野　

雅
之
さ
ん

横
浜
市　
　
　
　
　

豊
原　

俊
哉
さ
ん

横
浜
市　
　
　
　
　

羽
鳥　

孝
治
さ
ん

大
和
市　
　
　
　
　

廣
瀬
恵
美
子
さ
ん

平
塚
市　
　
　
　
　

小
林　

憲
二
さ
ん

横
須
賀
市　
　
　
　

平
本　

秀
俊
さ
ん

海
老
名
市　
　
　
　

古
谷　

幸
夫
さ
ん

相
模
原
市　
　
　
　

中
溝　

智
恵
さ
ん

（
以
上
湘
南
倶
楽
部
）

印
旛
郡
栄
町　
　
　

原
田　

隆
昌
さ
ん

印
旛
郡
栄
町　
　
　

原
田　

洋
子
さ
ん

市
川
市　
　
　
　
　

木
村　

力
大
さ
ん

船
橋
市　
　
　
　
　

八
木
沼　

豊
さ
ん

山
武
郡
横
芝
光
町　

川
島　

正
博
さ
ん

（
以
上
京
葉
倶
楽
部
）

八
王
子
市　
　
　
　

細
谷　

早
苗
さ
ん

東
久
留
米
市　
　
　

奥
山　

博
文
さ
ん

（
以
上
武
蔵
野
倶
楽
部
）

川
越
市　
　
　
　
　

太
田　

良
雄
さ
ん

さ
い
た
ま
市　
　
　

飯
倉　

政
則
さ
ん

さ
い
た
ま
市　
　
　

鎌
田　

誠
一
さ
ん

（
以
上
さ
き
た
ま
倶
楽
部
）

大
田
区　
　
　
　
　

長
嶋　

節
子
さ
ん

板
橋
区　
　
　
　
　

米
澤
み
ち
代
さ
ん

荒
川
区　
　
　
　
　

渡
邊　

優
子
さ
ん

中
央
区　
　
　
　
　

佐
藤　

正
毅
さ
ん

（
以
上
東
京
２
３
倶
楽
部
）

松
戸
市　
　
　
　
　

谷
島　
　

久
さ
ん

 （
と
き
わ
路
倶
楽
部
）

「
中
山
道
を
歩
く
」
を
完
歩
し
て

鷲
澤　

典
子

会
員
だ
よ
り

◎
第
11
回
お
花
見
会
（
報
告
）

　

４
月
６
日
、
12
名
が
集
ま
り
第
11
回

目
と
な
る
テ
ニ
ス
同
好
会
花
見
の
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
敷
地
内
の
広
場
で
す
。

広
場
と
は
言
え
、
そ
こ
は
「
国
際
電
電
」

時
代
の
貴
重
な
レ
ガ
シ
ー
。
手
入
れ
の

行
き
届
い
た
広
大
な
草
地
に
、
桜
が
植

え
ら
れ
、
気
持
ち
良
い
空
間
で
し
た
。

　

今
年
は
開
花
が
早
く
、
盛
り
を
過
ぎ

て
い
ま
し
た
が
、
義
理
堅
く
一
本
だ
け

待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
桜
の

下
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
き
パ
イ
プ
椅

子
に
座
り
、
い
つ
も
ど
お
り
孫
自
慢
・

持
病
自
慢
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
今
年
も
テ
ニ
ス
を
大
い
に
楽
し
め

そ
う
な
集
い
で
し
た
。　
（
石
下　

記
）

◎
３
月
の
互
選
句

３
月
の
兼
題
は
「
春
惜
し
む
」

世
の
中
を
驚
か
し
た
る
名
残
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

春
暮
る
る
く
も
り
硝
子
の
向
う
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

新

入

会

員

を

ご

紹

介

し

ま

す

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

訃
　
　
　
　
報

渡
部　

健
雄
さ
ん　
　
（
86
歳
）

　
　
　
　
　

平
成
29
年
８
月
６
日

瀬
口　

隆
幸
さ
ん　
　
（
85
歳
）

　
　
　
　
　

平
成
30
年
４
月
12
日

瀬
下　

弘
和
さ
ん　
　
（
64
歳
）

　
　
　
　
　

平
成
30
年
４
月
17
日

謹
ん
で
心
か
ら

　
　
　

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

テ
ニ
ス
同
好
会

第322号 （4）


